
これをお読みになっている皆様のなかには、つ
い最近糖尿病といわれた方や、もう50年以上糖尿
病とお付き合いしている方などさまざまな方がい
らっしゃることと思います。私が糖尿病の治療に
携わるようになって約20年が経ちました。今振り
返ってみると糖尿病の治療もここ20年で随分進歩
しました。

おぼろげな記憶を頼りに20年前のことを思い浮
かべてみますと、当時はまだペン型のインスリン
ではなく注射器（使い捨てシリンジ）でした。ヒ
トインスリンにはなっていましたが、中間型と速
効型しかなくミックス製剤が出てきたのはしばら
く経ってからでした。当時は１型糖尿病にやっと
強化療法が始まったばかりで、２型糖尿病のほと
んどは中間型の１・２回打ちでした。インスリン
導入も今よりはるかに遅くて、インスリンは最後
の手段と思われていましたし、内服薬はSU剤だけ
といっていい状態でした。当然血糖コントロール
は今よりはるかに悪く、コントロール目標も甘い
ものでした。ちなみにコントロール指標はヘモグ
ロビンA1cではなくヘモグロビンA1で、これが
９％以下ならOKでした。また、空腹時血糖が重
要視されていましたので、患者さんは食事を摂ら
ず早朝に来院し、朝の採血室は空腹のため殺気立
っていたものです。血糖自己測定器はすでに存在
しており、少し上の先生方は入院患者さんの血糖

がすぐに測定できるようになったため非常に喜ん
でおられましたが、患者さんでこれを使うのは特
別熱心な方か１型糖尿病の若い方だけでした。
程なくしてペン型注射器が出現し、血糖自己測定
器もどんどん改善してきました。この頃からイン
スリンが手軽に使用できる雰囲気になってきたよ
うに思います。その後さらに新しい経口血糖降下
剤やインスリン製剤、使い勝手の良いペン型注射
器などが次々に開発され、今では糖尿病の治療手
段も随分多くなりました。２型糖尿病でも早期に
インスリンが導入され、強化療法さえも当たり前
になりました。１型糖尿病ではCSIIがかなり普及
してきました。また血糖（正確には皮下組織液糖
濃度）の24時間持続モニターも可能となりました。
それと並行して高血圧や脂質異常症の良いお薬も
増え、患者さまの予後は、きちんと治療さえして
いれば、かなり良くなってきたはずです。問題は
増え続ける患者数で、最近は糖尿病の予防にも重
点がおかれるようになりました。糖尿病の予防に
食事や運動が大切なのは言うまでもありません
が、糖尿病の発症予防に有効であることが証明さ
れたお薬さえあります。

今から20年後糖尿病の治療はさらに進歩してい
るでしょう。将来は、治療が進歩した結果、今の
結核のように、糖尿病はもしかしたら減っていて、

「過去の病気」になっているかもしれません。
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